中国北部における鮮新世・前期更新世のハタネズミ類 : その分類,系統および生物年代学 by 張, 穎奇
 － 203 －
 
氏 名 張  穎 奇  
学 位 の 種 類 博   士（理  学） 
学 位 記 番 号 第 5141 号 
学位授与年月日 平成 20年３月 24日 
学位授与の要件 学位規則第４条第１項 
学 位 論 文 名 Pliocene～Early Pleistocene Arvicolids of North China：Taxonomy, Phylogeny, 
and Biochronology 
(中国北部における鮮新世・前期更新世のハタネズミ類─その分類、系統お
よび生物年代学) 
論文審査委員 主 査 教 授 吉 川 周 作   副 査 教 授 八 尾   昭 
副 査 准教授 三田村 宗 樹   副 査 教 授 河 村 善 也 
(愛知教育大学) 
論 文 内 容 の 要 旨 
 ハタネズミ類は中新世末〜鮮新世初頭に出現し、その後著しい進化を遂げ、現在はユーラシアと北アメリカ
の広大な地域に分布している。このグループは種類数が多く、進化が速い上に、化石として豊富に産出してい
るので、陸棲哺乳類の中では生物年代学的な研究にとって最も重要なグループの一つであり、環境変化と対応
した生物進化の様相を解明する上でも重要なグループである。ハタネズミ類の化石は中国の鮮新統や前期更新
世の地層から多産しているが、その研究はヨーロッパや北アメリカの同時期の地層のものと比べて著しく遅れ
ていた。そこで著者は、中国北部の鮮新世から前期更新世の化石産地６カ所から得られた多数のハタネズミ類
臼歯化石を系統分類学的に詳しく研究した。その結果、それらの化石は５属に分類され、さらに種レベルでは
16種類に分類されることが明らかになった。その中には１新属と２新種が含まれている。それらの化石の産出
層については、層序、年代、共伴化石に関する従来のデータを整理して、化石産出層の時間的な相互関係を明
らかにした。一方、臼歯の形態をもとに分岐分類学の手法を用いて各種の系統関係を解析した。その結果、取
扱った種類の中に４つの系列があることが明らかになった。そのうち、第１のものはMimomys bilikeensisか
らAllophaiomys deucalionに至る系列、第２のものはO. peiiから今回記載した新属・新種に至る系列、第３
のものはVillanyia属で今回記載した新種からV. fanchangensisに至る系列、第４のものはVillanyia sp. 2
からBorsodia chinensisに至る系列である。このようなハタネズミ類の臼歯の形態にもとづく系列と、従来の
データから得られた各化石産出層の時間的の相互関係をもとに、鮮新世・前期更新世の中国北部からのハタネ
ズミ類化石による分帯を行い、４つの化石帯を認定した。これらはヨーロッパで確立されている化石帯のMN14
～17に対応すると考えられる。このような化石帯の認定は、中国でこれまで不明確であった哺乳類化石による
分帯をより明確にし、中国北部動物相における鮮新世・前期更新世の生物年代学研究に大きく貢献するもので
ある。 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 新生代後半に著しい進化を遂げたハタネズミ類は、種類数が多く、進化が速く、化石として豊富に産出する
ことから、陸棲哺乳類の生層序・編年学的研究にとって極めて重要なグループである。ハタネズミ類の化石は
中国の鮮新統や下部更新統から多産するが、その研究はヨーロッパや北アメリカに比べ、著しく遅れていた。
著者は、中国北部の鮮新・更新統から産出した厖大な数のハタネズミ類臼歯化石を層序学的・系統分類学的に
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詳細に研究した。その結果、産出したハタネズミ類は新属・新種を含む５属・13種に分類できることが明らか
になり、各化石産出層の層序・編年学的資料や古生物学的資料をもとにハタネズミ類化石産出層の時系列的関
係が明確になった。また、ハタネズミ類の臼歯形態の分析にもとづいて、その中に４つの進化系列があること
を明らかにした。この系列と、化石産出層の時系列的関係をもとに、中国の鮮新統と下部更新統は、ハタネズ
ミ類化石によって、下位よりPromimomys asiaticus–Mimomys bilikeensis–M. teilhardi 帯、M. orientalis 帯、M. 
youhenicus–Omniprocessimys peii帯、M. gansunicus–Villanyia fanchangensis–O. parallelus帯、Allophaiomys deucalion– 
Borsodia chinensis帯の５つに分けられることを明らかにし、それをヨーロッパの標準化石帯MN14～17に対比した。 
 このようなハタネズミ類化石帯の区分やその基礎となった系統分類学的研究は、中国での従来の哺乳類化石
による分帯の研究を大きく進展させるとともに中国北部のハタネズミ類の分類や系統、進化の研究に大きく寄
与するもので、博士（理学）の学位を授与するに値するものと認められる。 
